
シ
ラ
|
シロ

股
単
一
で
あ
り
、
際
聞
紙
正
・
高
徳
笛
兄
・
武
藤
元
信
・
一

シ
ラ
ヲ
ヤ
シ
ョ
ウ
ヂ
白
尾
屋
小
路

金
仰
の
哲
一
ツ
ロ
グ
問
見
紙
録
。

大
野
予
時
・小
原
恒
点
間
帯
も
序
訟
を
加
へ
て
ゐ
る
。
一
町
名
。
升
形
(
今
安
江
町
)
な
る
一
自
家
の
袈
底
白
地
底

一

ジ
リ
ン
メ
イ
シ
ョ
ウ

事
林
明
器
三
答
。
室
町

シ
ラ
ヤ
マ
ユ
ウ
ラ
ン
ズ
キ
白
山
港
野
聞
記
十

一
の
柿
町
で
あ
る
o

一
時
代
よ
り
以
前
の
古
文
訟
を
前
削
剥
紀
の
蒐
集
し
た

加
。
金
子
有
姿
一
昔
。
白
山
の
地
理
・名
蹴
・箆
物
等
を
一

シ
日
空
尻
国

風
需
純
粋
曲
目
の
内
の
小
字
。

一
も
の
で
あ
る
。

浅
文
で
許
肥
し
た
も
の
で
、
別
に
山
中
の
烏
敵
岡
三
一

シ
リ
タ
カ
ヤ
マ

後
高
山

石
川
端
的
来
の
畑
山
首
問

一

シ
ル
シ
ノ
サ
ヲ

L
る
し
の
竿

一
加
。

小
松
の

繋
が
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
白
山
史
を
政
一
剖
し
た
も
の
一
か
ら
東
方
に
あ
る
山
。
お
き
六
四
七
米
。
地
質
石
英

一
俳
人
撤
路
網
。
序
は
白
木
二
年
仲
夏
下
涜
背
盤
苅
散

で
.
文
政
十
二
年
増
烏
石
原
の
序
文
が
あ
る
。

一
組
面
容
。

一
略
。
京
叫
尚
昆
庄
兵
衛
板
。

四
季
の
渡
句
を
載
せ
、

シ
ラ
ヤ
マ
ロ
ナ
シ
ヨ
ノ
オ
ウ
ジ
白
山
六
所
王
子

一

シ
リ
生
エ
ド
ウ
ガ
h
F

尻
谷
堂
形

i
y
y
ド
ウ

一
最
後
に
敵
院
の
慰
他
魚
災
判
官
、
字
巾
の
回
総
記
等
が

大
永
七
年
の
託
宣
犯
に
、
白
山
六
岡
山
の
王
子
を
、

一
一
ガ
タ
新
営
形
。

一
あ
る
。
宇
中
は
去
年
剛
志
十
六
日
小
松
の
火
災
に
類

に
金
鎚
の
宮
、
こ
に
三
，
宮
、
三
に
罰
師
の
宮
、
四
に
一

シ
リ
生
レ
ザ
カ
尻
垂
援

金
搾
小
宜
野
か
ら
新

一
焼
し
た
の
で
あ
る。

佼
誕
の
宮
、
抗
に
若
宮
、
六
に
加
賓
の
宮
と
記
さ
れ

一
堂
形
前
へ
出
る
従
来
の
坂
齢
。
放
胞
の
頃
は
打
谷
町

一

シ
ル
h
F
-
一

汁
谷

臥
京
都
南
北
郷
に
臨
す
る
部

て
ゐ
る
。
若
宮
は
入

m
gの
こ
と
で
あ
ら
う
。

一
と
呼
ぴ
、
叉
尻
谷
・
修
理
谷

な
ど
と
も
件
き
、
小
尻

一
訴。

シ
ラ
ヰ
ゴ
ホ
リ
白
井
郡

』

ハ

ク
ヒ
ゴ
ホ
リ
一
谷
に
封
し
て
大
尻
谷
と
も
都
し
た
。
昔
小
寸
-野
が
山

一

シ

ロ

司

鍾

J
イ
ハ
キ
シ
ロ
皆
城
司
催
。

刑
制
咋
部
。

一
林
で
あ
り
、
此
の
坂
絡
が
恩
人
の
機
滋
で
あ
っ
た
頃

一

シ
ロ
ウ
マ
白
鳥

臨
烏
榔
矢

m郷
に
臨
す
ろ
邸

シ
ラ
ヰ
リ
ヨ
内
ダ
ツ
白
井一
一良
建
石
川
郡
松
任
一
の
治
名
と
い
ひ
、
或
は
古
へ
坂
道
よ
り
水
が
し
み
出

一
務。

の間出。

サ
九
ヶ既
に
窃
読
を
行
ひ
、
文
滞
の
御
お
周

一
て
、
夏
季
に
も
乾
か
ぬ
放
に
什
器
援
と
呼
ん
だ
と
も

一

シ
ロ
ウ
マ
ヤ
キ
白
馬
焼

珠
洲
部
製
訟
で
焼
成

携
の
土
肢
を
破
っ
て
、
文
化
五
年
九
月
十
九
日
生
胴

一
い
ふ
。
此
の
坂
文
教
前
ま
で
は
甚
だ
し
い
隙
絡
で
あ

一
せ
ら
れ
た
陶
慌
で
、
三
郎
日
焼
と
閥
系
統
の
も
の
だ
ら

に
躍
せ
ら
れ
た
。

一
っ
た
が
、
竹
抑
御
殿
建
築
に
付
き
、
文
政
三
年
八
且

一
う
が
、

零
細
は
併
は
ら
ぬ
。

シ
ラ
ヲ
白
尾

河
北
加
金
津
庄
に
回
す
る
部
務
。

一
往
来
を
止
め
、
坂
遣
を
取
臨
め
、
同
年
九
月
か
ら
際

一

シ
ロ
カ
ネ
シ
白
銀
師

i
，
ソ
ウ
ガ

y
y
m出限
問。

源
平
服
装
杷
お
永
二
年
近
且
の
僚
に
、『
能
奪
絡
自
生

一
人
の
迎
行
青
許
し
た
と
い
ふ
。
明
治
機
泌
の
際
改
め

一

シ
ロ
カ
ネ
チ
ョ
ウ
白
銀
町

金
部
の
町
名
。
升

を
打
過
て
、』
と
あ
る
自
生
も
是
に
同
じ
い
。
一
て
尻
語
坂
沼
の
町
名
を
設
け
、
今
は
ま
た
電
車
路
を

一
形
僑
か
ら
事
光
寺
の
辻
ま
で
を
呼
ぶ
。
こ
の
名
は
十

シ
ラ
ヲ
ヤ
白
尾
屋

金
期
升
形
(
今
安
江
町
)
の

一
泊
じ
た
お
切
下
げ
て
形
勢
一
銭
し
て
ゐ
る
。

一
二
加
御
定
都
に
載
せ
た
地
子
町
肝
煎
蚊
許
附
及
び
凶

…
自
家
で
、
川
三
吉
郎
兵
制
と
稽
し
た
。
元
組
吉
郎
兵

一

シ
リ
デ
ン
民
国

臥
奈
川
柑
岱
同
の
内
の
小
字
。

一
郁
呂
披
附
答
に
峨
せ
た
金
持
町
名
付
に
も
但
縦
さ
れ

街
、
前
田
利
協
の
時
こ

与
に
居
を
卜
L
、
ニ
代
吉
郎
一

シ
リ
メ
ウ
チ
尻
目
打

」
ツ
ポ
モ
チ
坪
待
。

一
て
ゐ
な
い
o
安
江
木
川
の
内
で
、
白
銀
附
が
回
た
か

兵
衛
は
一
苅
称
七
年
四
且
三
日
初
め
て
副
同
議

・
譲
渡
を
一

ジ
リ
ン
ゲ
ン
シ
慈
鶴
玄
紐

石
川
郡
山
田
制
宗
大

一
ら
の
名
と
見
え
る
。

密
扱

L
、
今
日
に
烹
る
ま
で
向
辿
約
す
る
。
家
偲
の

一
一
点
寺
三
イ
七
代
の
住
持
。
蹴
は
印
一
。
勉
前
の
入
、

一

シ
ロ
カ
ネ
ヤ
ヨ
ザ
エ
モ
ン
白
銀
屋
輿
左
衛
門

業
方
中
、
赤
間
丹
と
都
す
る
風
邪
抽
出
、
紅
梅
散
と
務

一
中
村
氏
。
刷
出
山
道
甑
に
受
捺
嗣
法
し
た
。
仲
間
て
若
州

一
典
左
衛
門
は
も
と
能
奇
の
援
で
あ
っ
た
が
、
金
開
仰
に

す
る
日
繋
が
尤
も
有
名
で
あ
る
。

一
一
柳
沼
寺
に
首
栄
と
な
り
、
次
い
で
永
平
寺
に
出
限
L
、
一
出
で
L
白
銀
屋
に
益
は
れ
、
技
を
桑
原
源
左
衛
門
に

シ
ヲ
ヲ
ヤ
ジ
ユ
ウ
ゴ
白
尾
屋
従
吾

金
揮
の
俳

一
林
泉
寺
に
碗
築
L
、
施
保
元
年
八
且
一
日
大
采
寺
に

一
説
い
て
月
十
ん
だ
。
白
銀
屋
は
金
銀
細
工
キ
一
梁
と
す
る

入
。
辺
都
併
右
衛
門
。
支
考
及
び
北
技
と
最
も
風
交

一
入
り
開
常
、

一
位
十
年
、
先
延
三
年
二
月
本
山
会
選

一
者
で
あ
る
。
奥
左
衛
門
元
来
怯
仰
に
し
て
、
容
鋭
紛

が
あ
っ
た
。
事
保
八
年
に
刊
行
せ
ら
れ
た
白
陀
銀
尼

一き
、
河
内
陣
尼
山
に
隠
居
し
た
。
明
和
元
日開
十
月
九

一
人
の
如
〈
で
あ
っ
た
が
、

m漢
に
耽
っ
て
か
ら
女
色

は
、
支
考
の
若
で
あ
る
が
、
表
向
は
従
苔
の
選
と
せ

一
日
七
十
抗
践
に
て
寂
。

一
に
溺
れ
、
逢
に
稿
訟
と
な
る
に
至
っ
た
。
奥
左
衛
門

ら
れ
て
ゐ
る
。
某
担
a

三
且
六
日
を
以
て
明
日
し
た
。
一

シ
リ
ン
ダ
ン
ソ
ウ
士
林
談
慾

l
プ
y
ケ

Y
ザ

一
の
鈴
す
所
殆
ど
倫
や
縦
し
、
士
肢
の
合
仰
を
破
る
こ

ジ
ロ
サ
タ
ポ
リ
次
郎
作
彫

i
タ
ム
ラ
タ

ナ
ガ
同
村
閥
氷
。

シ
ロ
セ
白
瀬
用
羽
咋
郡
日
巴
知
院
に
図
す
ろ
部
落
。

元
締
十
四
年
の
郷
村
併
殺
抄
に
、『
白
期
村
御
必
領
と

入
組
。
但
御
公
領
に
耐
は
白
石
村
と
替
、
セ
フ
シ
村

と
唱
巾
候
。
』
と
あ
る
。
叉
明
治
五
年
四
且
、
白
瀬
か

ら
上
自
制
問
を
分
立
せ
し
め
た
。
上
自
搬
は
も
と
務
府

領
、
そ
の
他
は
加
料
品
掛
川
初
で
あ
っ
た
地
で
あ
る
。

シ
ロ
セ
ガ
バ
白
瀬
川

羽
咋
郡
に
在
る
。
越
中

射
水
部
上
余
川
村
領
か
み
だ
じ
よ
及
び
周
羽
咋
郡
訓
子

原
村
領
よ
し
の
谷
内
の
一
一
今
時
間
よ
り
流
出
し
、
白
畑

と
十
七
回
、
時
に
そ
の
巾
に
止
る
こ
と
二
夜
三
夜
に

瓦
り
、
盤
側
の
む
騒
に
采
じ
て
物
資
を
選
保
L
、
家

人
喫
阪
の
室
中
を
沼
行
し
て
遁
れ
去
っ
た
こ
と
す
ら

あ
る
o
貸
出
町
十
二
年
十

一
且
晦
日
帯
更
の
お
に
紛
糾

せ
ら
れ
、
明
和
元
年
四
月
什
七
日
生
仰
に
雌
せ
ら
れ

た
。
奥
左
衛
門
の
男
児
は
十
三
歳
で
‘
前
回
孝
昌
の

巨
木
村
惣
太
夫
に
仕
は
れ
て
民
た
が
、
亦
辿
座
し
て

例
首
に
腿
せ
ら
れ
た
。

初
め
奥
左
衛
門
の
舗
は
れ
た

時
、
部附
士
の
之
と
間
援
を

共
に
し
た
も
の
亦
授
鐙

L
、
明
利
元
年
二
且
そ
の
多
数
が
躍
的
せ
ら
れ
た
。

シ
ロ
キ
ゴ
Z

白
木
越

能
楽
部
白
峰
の
う
ち
赤

谷
か
ら
、
新
保
の
う
ち
木
地
小
屋
へ
越
え
る
峠
。
悶

さ
一
二
抗
七
米。

シ
ロ
サ
カ
白
坂

臥
軍
部
に
あ
る
坂
路
。
文
化

の
郡
上
に
、
『
旋
回
村
よ
り
大
野
村
へ
行
〈
峠
を
自
国
棋

と
唱
巾
候
。
』
と
あ
る
。

シ
ロ
ザ
カ
ヤ
マ
白
坂
山

風
車
部
技
凱
の
部
wm

か
ら
北
方
に
在
る
山
。

お
さ
一
六
九
米
。
地
慣
第
一一
一

紀
倍
。シ
ロ
サ
キ
白
崎

臥

京
都
大
川
の
商
に
諮
り
、

危
岩
都
中
に
突
出
し
て
、
長
さ
三
四
百
米
の
小
仰
を

な
す
も
の
を
い
ふ
。

四

同品./、


